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３．コンピュータリテラシーを高めるソフトの活用方法の実際

（１）e-ラーニング教材作成エクステンションの活用

①はじめに

授業に情報機器を活用する時、

「個々の教材が授業の内容に適しているのか？」

「課題や問題が進度や教材にマッチしているのか？」

「１単位時間に対して、時間が長すぎる。」

といった問題が、発生します。

そこで、授業にあった問題やドリル教材を作ることにより、身近に情報機器を活用することができ

るようになります。

使用するソフトは，ホームページ・ビルダー e-ラーニング教材作成エクステンションです。e-ラー

ニング教材作成エクステンションは，ホーム ページ・ビルダー 7と共に使用することにより，魅力的

なウェブベースのe-ラーニング教材が簡単に作成できる，ホームページ・ビルダー7の拡張ソフトウ

ェアです。（現在のVer．８には標準で組み込まれています）

学校教育でのテスト問題をはじめとするウェブ教材作成 研修教材等が，ホームページ・ビル

ダーの操作ができる方なら，だれでも簡単に作成できます。

②テスト教材作成機能

採点機能の付いたテストページが作成できます。

〇問題の形式

選 択 式 問 題・・・マークシートのように複数の回答から正答を選択する。

記 述 式 問 題・・・文字や数値で回答を自由記入する。ただし、正確に記入されたものしか正答

にならない。

穴埋め式問題・・・問題の空欄に文字や数値で回答を自由記入する。ただし、正確に記入された

ものしか正答にならない。

が、必要に応じて選択可能です。
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〇配点や問題数、時間設定の自由度

問題数に応じて配点や制限時間が自由に設定することができ、難易度や課題に応じて設定を

変更することもできます。また、採点機能により，自己採点が可能ですので、回答がどの程度正

確だったかを瞬時に知ることができます。

〇合格判定機能

採点を行うと同時に設定された点数に達しているかどうかの合否判定が行えます。合格点数

の上下でも難易度を加減したりすることもできます。

〇問題の保存や製作の容易さ

問題を製作するには、特別に難しい設定は必要ありません。問題と回答、このふたつを設定す

ることで簡単に製作することができます。製作したデーターは、Micropsoft Excelなどを使ってCS

V形式ファイルによる保存、読み込みが可能ですので一部を作り直したりすることが簡単に行えま

す。

③ウェブビデオ教材作成機能

Microsoft PowerPointと動画，

音声（Windows Media Playerが

サポートしている ファイル形式）

がウィザード形式および簡易なタ

イムライン作業で同期するウェブ

ビデオ教材が作成できます。

④事例紹介

2年生の算数「かけざん」では、このソフトを使って繰り返しの練習を行いました。何度でも子ども

が納得のいくまで練習することができ、結果がすぐに見られるので興味を持って取り組みました。教

科書に出てくる問題と同じ文章題や数

値を入れ替えた問題など学習の進度に

応じた問題を設定できるので、抵抗なく

受け入れることができますし、授業にパ

ソコンを組み込んだ指導計画が立てや

すくなり、より一層情報機器を活用する

ことができます。そのために子どもたち

にとって、パソコンが身近なものとなり

抵抗なく利用することができるようにな

ると共に、個々の児童の課題や習熟度

に応じた問題を提供することができるよ

うになりました。
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（２）デジタルスチルカメラを使用した動画の活用

①はじめに

デジタルスチルカメラ（一般にはデジタルカメラ、もしくはデジカメ）は，本来静止画を撮影するも

のだが，最近のデジタルカメラは動画も撮影できるようになっている。動画といっても数十秒ぐらい

の短いものだがほとんどであるが，最近ではメモリカードの容量いっぱいまで数分から数十分撮影

できるものもある。最近では，設計の段階から動画撮影を意識して長時間の動画撮影ができるもの

も発売されてきた。

②動画の大きさと画質

デジタルカメラで撮影できる動画は，大きさと種類に分けることができる。デジタルカメラをTVに

つないで見ることができるものもある。TVで見る分には，大きさと種類はあまり考える必要はないが，

パーソナルコンピュータ（パソコン）に取り込んで見る場合は考慮しなければならない点がある。ここ

では，パソコンに取り込んで見る場合を述べる。

大きさは，パソコンの解像度流でいえば

ア) １６０×１２０ドット

イ) ３２０×２４０ドット

ウ) ６４０×４８０ドット

の３種類が主である。下に行くほど大きく鮮明に見ることができるが画像ファイルのサイズも大きくな

り，メモリカードの容量を考慮しなければならなくなる。

また，静止画でいうところの画質もある。動画の場合，一秒間に何コマ撮影できるかで表される。

ア) １０fps（１秒間に１０コマ）

イ) １５fps（ 〃 １５コマ）

ウ) ３０fps（ 〃 ３０コマ） テレビと同等。

下に行くほどなめらかな画像が得られる。

③動画の種類

デジタルカメラで撮影する動画は大まかに以下の種類がある。

ア) AVIファイル ウィンドウズの基本動画形式

イ) MPEGファイル

ウ) MOVファイル クイックタイム形式

ア)とイ)はウィンドウズ標準で付属しているウィンドウズメディアプレイヤーで再生できるが，ウ)はク

イックタイムプレイヤーで再生できる。クイックタイムプレイヤーは，ア)とイ)も再生でき，無料でイン

ターネットのホームページから得ることができる。

最近ではMPEG４ファイルで録画するデジタルカメラも出てきている。

④動画撮影で留意すること

〇 原則として撮影中のズームアップは出来ないので，撮影対象の大きさを考慮しておく。

〇 素早い動きについていけない場合があるので，撮影中はゆっくりと動かす。

⑤長所

これまで述べてきたように，デジタルカメラの動画には制約があるが，手軽に撮影でき，保存も手

軽に出来る長所がある。デジタルビデオカメラのように大きくないので，持とうと思えば常時身につ
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けていられるし，パソコンへの保存も静止画でのやり方とほとんど変わりない。

⑥編集

本格的な動画の編集は，専用のソフトを購入するしかないが，短い動画をつなげるだけならば，

ウィンドウズXPに付属のウィンドウズムービーメーカーで出来る。操作手順も画面に表示してあるの

で，パソコンに慣れた人ならば，そう難しくはないだろう。

【ムービーメーカーの操作画面】

⑦活用例

この活用例こそが，各先生方のアイデアにかかっている。

ア) 体育の器械運動の様子を撮影して，よりよくするための参考にする。

イ) 毎朝のスピーチの練習を撮影して，児童が自分で見ることにより，スピーチの向上に役立て

る。同様の例として，国語科の発表の練習にも使える。ビデオカメラは各学校に多くは備えて

はないが，デジタルカメラなら，学校によっては班に１台ぐらいはある学校もあるだろう。自分で

自分の発表を聞いて，より分かりやすい発表につなげることができる。

ウ) 社会科見学等で，ポイントになるな面を撮影する。実際の動きが分かるので，静止画よりも

児童の理解が得やすい。

エ) 学級日記に活用する。学級日記をパソコンで作成し，静止画の代わりに動画を添付する。

静止画では得られない児童の豊かな表情が，学校生活に潤いを与えてくれる。

オ) 理科の実験の様子を撮影し，繰り返し見ることにより，理解を深める。

カ) 書写の毛筆の筆遣いを撮影しておき，見たい児童がいつでも見られる環境を作っておく。

図工科の彫刻刀の使い方等にも使えるかもしれない。漢字の書き順の児童の習熟にも効果が

あるかもしれない。

キ) 家庭科の調理の様子を撮影しておく。音も録音できるので，出来上がり（焼き上がり）等の

判断が音でもできる。

ここでは，考えられる例を示したが，これから多くの先生方がデジタルカメラの動画機能を学校の

学習活動や生活場面に活用され，その例を示して広げていかれれば，分かる授業に使えるデジタ

ルカメラとして定着していくのではないだろうか。
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（３）表計算ソフトのリテラシーの育成のために

次のような練習シートをエクセルで作成し，表計算ソフトのリテラシーを高める工夫をした。



カリ-23


